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第３・４学年国語科学習指導案 

日 時  令和２年１０月１５日（木）５校時 

対 象  ３年生 １名  （４年生 ２名）   

指導者  大畑 咲恵 

 

１ 単元名    組み立てをとらえて，民話をしょうかいしよう 

教材名    「三年とうげ」（光村図書３年下「あおぞら」） 
 

２ 単元の目標 

（１）様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使い，語彙を豊かにすることができる。 

〔知識及び技能〕（1）オ 

（２）登場人物の気持ちの変化について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等」C（1）エ 

（３）言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合おうとす

る。                               「学びに向かう力，人間性等」 

 

３ 単元について 

（１）児童について 

 ・「まいごのかぎ」において，物語全体を通して読み，登場人物の行動や気持ちの変化に気をつけて読むという

学習経験がある。 

・「ちいちゃんのかげおくり」において，物語の出来事を自分なりに捉え，感想をもつという学習経験がある。 

 ・場面の移り変わりに注意しながら物語を読み，叙述を手掛かりとしながら，登場人物の気持ちの変化を読み

取ったり物語全体の内容を正確に理解したりする力が身に付いてきている。 

（２）教材について 

 ・本教材は，物語の展開を捉えたうえで，登場人物の変化を考えることをねらいとして設定されている。 

 ・場面の様子や登場人物の言動が分かりやすく表現されているので，叙述に基づいて内容を豊かに読み取るこ

とができる教材である。 

 ・言語活動には「民話や昔話を紹介する」活動が位置付けられており，“民話の里・遠野”に住む児童にとって

身近に感じられる教材である。 

（３）指導にあたって 

 ・本単元における言語活動 

○民話や昔話を紹介する。 

 ・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫等 

◆西中学区視点①【学習意欲の向上について】 

○教科書に掲載されている「見通しをもとう（学習の手引き）」をもとに学習を進める。 

○考えるべきことを焦点化する（「伝え合い交流シート」の活用）。 

◆西中学区視点②【言語活動の充実について】 

 ○教材や教師との対話を大事にし，ノートに根拠となる叙述や自分の考えを書く時間を十分に確保する。 

  ○導入や終末を４年生と行い，児童同士で交流する時間を設ける。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①様子や行動，気持ちや性格を

表す語句の量を増し，話や文

章の中で使い，語彙を豊かに

している。（1）オ 

①「読むこと」において，登場人物

の気持ちの変化について，場面の

移り変わりと結び付けて具体的

に想像している。C（1）エ 

①進んで，登場の気持ちの変化に

ついて，場面の移り変わりと結

び付けて具体的に想像し，学習

の見通しをもって，考えたこと

を文章にまとめようとしてる。 
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５ 指導と評価の計画（全６時間） 

 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

第
一
次 

１ 

・「民話」の意味を確かめ，今までに読ん
だ民話や昔話を想起する。 

・題名から物語の内容を想像する。 

・単元名（学習のゴール）を確認する。 

・紹介文を書くためにどんな学習をして
いけばよいのかを見通す。 

・範読を聞いておおまかな内容を捉え，
初発の感想を書く。 

・P77「この本，読もう」を見て，民話や
昔話の読み広げに意欲をもつ。 

・４年生とともに単元のめあ
てを確認し，どちらも「紹
介する」ことをゴールとし
て学習を進めていくこと
を確かめる。 

・教師が書いた不完全な紹介
文を示す。そこから紹介文
にはどのようなことを書
くとよいのかについて触
れ，学習への必要感をもた
せる問いかけをする。 

【態】単元のめあてを理
解し，学習の見通しを
もつことができてい
る。 （発言・記述） 

 

第
二
次 

２ 

・「とらえよう」の①～④の課題に取り組
み，民話や昔話に当てはまる組み立て
を知る。 

・「三年とうげ」の組み立てを理解する。 
【「とらえよう」の課題】 

①「三年とうげ」は，どんなところで，
どんな人物が出てくるか。 

②どんな出来事が起こったか。 

③新たにどんな人物が登場し，どのよう
に解決したか。 

④その後，「おじいさん」はどうなった
か。 

・①～④について，表に整理
しながらまとめ，物語の組
み立てが視覚的に捉えら
れるようにする。 

 

【思】民話や昔話にあて
はまる組み立てを理解
している。 （発言） 

 

３ 

本
時 

・物語を通して，お話のはじめと終わり
で，誰が，何によって，どのように変
わったのかを考える。 

・中心人物の変容を捉えるた
めに，行動や様子を表す言
葉に気をつけながら読む
よう指示する。 

・組み立てに沿って，中心人
物の様子を確かめ，前時の
表に書き込んでいく。 

【知】中心人物の言動，
様子などを表す語句に
ついて着目し，語彙を
豊かにしている。 

（発言・記述） 

【思】組み立てに沿っ
て，場面の移り変わり
と結び付けながら，出
来事や中心人物（おじ
いさん）の行動や気持
ちの変化を捉えてい
る。 （発言・記述） 

４ 

・「ふかめよう」の観点を参考にしなが
ら，「三年とうげ」のおもしろいと思っ
たところをまとめる。 

【「ふかめよう」の観点】 

①物語の組み立て。 

②登場人物の行動や様子の表し方，ま
た，その変化。 

③言葉の使い方や文の調子。 

・教科書の観点を確認し，着
目したところをノートに
書き写してから考えを記
述するよう指示する。 

【思】文章を読んで理解
したことに基づいて，
既習内容と結び付けて
自分の感想や考えを記
述している。（記述） 

 

第
三
次 

５ 

・自分が読んだ民話や昔話について，お
もしろかったところやその理由をノ
ートにまとめる。 

・P79「しょうかいのれい」
を参照して，紹介のしかた
を確認する。 

【態】「三年とうげ」で
学習した読み方をいか
して，おもしろいとこ
ろを見つけている。 

（発言・記述） 

 
６ 

・民話や昔話のおもしろさが，４年生に
伝わるように紹介する。 

・単元の学習を振り返る。 

・「ふりかえろう」や「たいせ
つ」をもとに，学習内容を
具体的に引き出して，単元
を振り返る。 
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６ 本時の指導（３時間目／全６時間） 

（１）目標 

行動や様子を表す言葉に着目して登場人物の気持ちを捉え，その変化を，場面の移り変わりと結び付け

て，具体的に想像することができる。 

（２）展開 

学習活動 

・予想される児童の姿 

※「伝え合い交流シート」参照 

・指導上の留意点 

◎評価 

◆西中学区視点 

段 

階 

形 

態 

１ 本時の学習課題を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

２ 音読をする。 

・「ふかめよう」を読み，今日の学習ですべきこ
とを確認するよう指示する。 

◆①教科書に掲載されている「見通しをもとう（学

習の手引き）」をもとに学習を進める。 

 

 

 

・相手意識をもちながら音読対話を行う。 

 

 

導 

入 

10

分 

共 

通 

指 

導 

３ 中心人物「おじいさん」の行動や様子を

表す言葉に着目して読む。 

４ 中心人物「おじいさん」の変化について 

考える。 

５ 対人物「トルトリ」の人柄を想像する。 

・組み立てに沿って，「おじいさん」が大きく変わ

る前と後の場面を確認する。 

・「おじいさん」の行動や様子が分かる言葉に線を

引き，前時で作成した表に書き込んでいくよう

指示する。 

◎【知】中心人物の言動，様子などを表す語句に

ついて着目し，語彙を豊かにしている。 

（発言・記述） 

 

 

◆①考えるべきことを焦点化する。 

１「おじいさん」は何によって変わったのか。 

２「おじいさん」はどのように変わったのか。 

 

◆②教材や教師との対話を大事にし，ノートに根

拠となる叙述や自分の考えを書く時間を十分に

確保する。 

◎【思】組み立てに沿って，場面の移り変わりと

結び付けながら，出来事や中心人物（おじいさ

ん）の行動や気持ちの変化を捉えている。 

（発言・記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

25

分 

間 

接 

指 

導 
 

直 

接 

指 

導 

６ 本時の学習を振り返り，次時への見通し

をもつ。 

 

・板書や，前時から書き込んでいる表を使って，

学習を振り返る。 

・今日の学習の成果を４年生に伝えるよう指示す

る。 

◆②終末を４年生と行い，児童同士で交流する時

間を設ける。 

 

 

終 

末 

10 

分 

共 

通 

指 

導 

 

物語の最初と最後で，「おじいさん」はどのように変わったかを考えよう。 

・今日は，おじいさんの気持ちや様子を表

す言葉に気をつけながら読むことができ

た。おじいさんは，トルトリの言葉によっ

て前向きに考えられるようになったこと

が分かった。 
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（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年 共通導入 


